
法
然
仏
教
の
人
間
観
研
究
（
市
川
定
敬
）

一
八
七

【
抄
録
】

　

本
研
究
は
、
特
に
法
然
仏
教
の
人
間
観
と
い
う
テ
ー
マ
に
絞
り
、
こ
れ

ま
で
に
収
集
し
た
研
究
論
文
を
整
理
し
て
、
そ
こ
か
ら
読
み
と
れ
る
動
向

と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
法
然
の
人
間
観
に
関
す
る
研
究
は

次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

①
教
学
基
盤
と
し
て
人
間
観
を
論
じ
る
立
場

a　

通
仏
教
的
背
景
か
ら
論
じ
る
も
の

b　

仏
教
思
想
史
・
浄
土
教
思
想
史
的
研
究

c　

実
存
的
人
間
観
研
究

②
浄
土
教
信
仰
・
思
想
の
中
に
人
間
観
を
捉
え
る
も
の

③
全
体
に
わ
た
る
も
の

た
だ
し
、
こ
れ
は
一
応
の
分
類
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
互
い
に
干
渉
し
な

い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

　

今
回
収
集
し
た
中
で
、
峰
島
旭
雄
氏
の
「
浄
土
教
の
人
間
観
」（『
佛
教

論
叢
』
第
十
一
号
、
一
九
六
六
）
は
そ
れ
以
前
の
研
究
を
収
集
し
た
成
果

で
あ
り
、
一
つ
の
基
準
と
み
な
す
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
研
究
は
、
善
導

法
然
の
浄
土
教
の
人
間
観
に
お
い
て
は
人
間
一
般
に
つ
い
て
考
え
る
も
の

で
は
な
い
、
ま
た
、
悪
人
正
機
に
お
け
る
善
悪
は
普
通
（
日
常
）
の
善
悪

を
指
す
の
で
は
な
い
と
い
う
二
点
を
指
摘
す
る
が
、
他
の
研
究
を
概
観
す

る
と
こ
の
点
に
関
す
る
見
解
は
一
致
せ
ず
、
む
し
ろ
さ
ら
な
る
議
論
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
法
然
仏
教
、
人
間
観
、
善
悪
、
悪
人
正
機

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉法

然
仏
教
の
人
間
観
研
究

―
―

こ
れ
ま
で
の
動
向
と
課
題―

―

市　

川　

定　

敬
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は
じ
め
に

　

法
然
上
人
八
百
年
遠
忌
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
の
一
環
と
し
て

「
法
然
仏
教
思
想
の
研
究
史
と
そ
の
傾
向
」
と
い
う
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
回
は
、
特
に
法
然
仏
教
の
人
間
観
と
い
う
テ
ー
マ
に
絞
り
、
こ

れ
ま
で
に
収
集
し
た
研
究
論
文
を
整
理
し
て
、
そ
こ
か
ら
読
み
と
れ
る
動

向
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　

法
然
の
浄
土
教
は
、『
逆
修
説
法
』
一
七
日
に
明
言
さ
れ
る
よ
う
に
、

「
唯
だ
此
の
一
宗
の
み
機
と
教
と
相
應
せ
る
法
門
」（『
昭
法
全
』
二
三
六

頁
）
と
強
調
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
単
に
「
機
」
で
あ
る
と

こ
ろ
の
人
間
観
の
み
を
扱
う
研
究
に
限
ら
ず
、
そ
の
教
義
な
い
し
は
思
想

を
研
究
す
る
限
り
何
ら
か
の
か
た
ち
で
そ
の
人
間
観
の
考
察
と
無
縁
で
あ

る
こ
と
は
出
来
な
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
こ
に
人
間
観
研
究
の

重
要
性
も
指
摘
さ
れ
う
る
。
よ
っ
て
、
法
然
の
教
義
・
思
想
に
対
す
る
す

べ
て
の
註
釈
書
お
よ
び
論
文
が
本
研
究
作
業
の
対
象
と
な
り
う
る
訳
で
あ

る
が
、
今
回
は
特
に
人
間
観
を
主
題
と
す
る
論
文
に
絞
っ
て
収
集
・
整
理

を
行
な
っ
て
い
る
。

　

現
時
点
で
、
収
集
し
た
論
文
を
発
表
年
順
に
並
べ
る
と
次
の
通
り
で
あ

る
。

石
井
教
道
「
第
三
章　

衆
生
論　

第
一
節　

浄
土
行
者
の
資
格
と
其
種

類
」

 
 

（『
浄
土
の
教
義
と
其
教
団
』、
一
九
二
九
年
）

藤
原
了
然
「
選
択
集
に
於
け
る
凡
夫
論
」

 
 

（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
十
六
号
、
一
九
五
一
年
）

坪
井
俊
映
「
浄
土
教
に
於
け
る
凡
夫
性
に
つ
い
て
」

 
 

（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
通
巻
三
、
一
九
五
三
年
）

西
川
知
雄
「
法
然
の
人
間
観
」

 
 

（『
法
然
浄
土
教
の
哲
学
的
解
明
』、
初
出
一
九
五
五
年
）

「
法
然
上
人
の
人
間
観
」

 
 

（『
法
然
浄
土
教
の
哲
学
的
解
明
』、
初
出
一
九
五
六
年
）

千
賀
眞
順
「
法
然
上
人
の
人
間
観
」

 
 

（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
通
巻
十
八
、
一
九
六
一
年
）

西
川
知
雄
「
浄
土
教
に
お
け
る
『
罪
人
』
に
つ
い
て―

法
然
の
場
合―

」

 
 

（『
法
然
浄
土
教
の
哲
学
的
解
明
』、
初
出
一
九
六
一
年
）

香
月
乗
光
「
法
然
上
人
の
浄
土
開
宗
に
お
け
る
仏
教
の
転
換
」

 
 

（『
法
然
浄
土
教
の
思
想
と
歴
史
』、
一
九
六
三
年
）

諸
戸
素
純 

「
出
発
点
と
し
て
の
人
間
観　

―

弱
く
無
力
で
あ
る
と
の
自

覚―

」

 

（『
法
然
上
人
の
現
代
的
理
解
』
浄
土
シ
リ
ー
ズ
1
、
一
九
六
四
年
）

恵
谷
隆
戒
「
日
本
浄
土
教
思
想
史
上
に
お
け
る
凡
夫
性
自
覚
過
程
に
つ
い

て
」
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一
八
九

 
 

（『
佛
教
文
化
研
究
』
第
十
三
号
、
一
九
六
六
年
）

峰
島
旭
雄
「
浄
土
教
の
人
間
観
」

 
  

（『
佛
教
論
叢
』
第
十
一
号
、
一
九
六
六
年
）

髙
橋
弘
次
「
法
然
の
人
間
観　

―

特
に
「
瓦
礫
變
成
金
」
に
つ
い
て―

」

 
 

（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
通
巻
二
九
、
一
九
六
六
年
）

坪
井
俊
映
「
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
人
間
悪
に
つ
い
て
」

 
 

（『
日
本
佛
教
学
会
年
報
』
第
二
三
号　

一
九
六
八
年
）

奈
良
博
順
「
鎌
倉
仏
教
に
お
け
る
人
間
観
の
相
克―

『
興
福
寺
奏
状
』
を

め
ぐ
っ
て―

」

 
 

（『
淑
徳
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
号
、
一
九
六
九
年
）

清
水　

澄 

「
法
然
上
人
と
マ
ル
チ
ン
・
ル
タ
ー　

―

人
間
観
に
つ
い

て―

」

 

（『
浄
土
宗
開
創
期
の
研
究
』
香
月
乗
光
編
、
一
九
七
〇
年

　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
刷
））

大
北
裕
生
「
法
然
上
人
の
人
間
観
」

 
 

（『
人
文
学
論
集
』
第
五
号
、
一
九
七
一
年
）

清
水　

澄
「
法
然
上
人
の
人
間
観　

―

護
教
論
的
試
論―

」

 

（『
浄
土
宗
開
宗
八
百
年
記
念　

法
然
上
人
研
究
』、
一
九
七
五
年
）

結
城
令
聞
「
浄
土
教
の
人
間
論
」

 

（『
講
座
仏
教
思
想　

第
四
巻
「
人
間
論
・
心
理
学
」』
所
収
、

一
九
七
五
年
）

清
水　

澄
「
法
然
上
人
の
人
間
観　

―

歓
喜
踊
躍
の
心
を
め
ぐ
っ
て―

」

 
 

（『
法
然
仏
教
の
研
究
』、
一
九
七
五
年
）

菊
藤
明
道
「
法
然
上
人
の
人
間
観　

―

特
に
そ
の
罪
悪
性
に
つ
い
て―

」

 
 

（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
通
巻
四
七
、
一
九
七
五
年
）

髙
橋
弘
次 

「
浄
土
教
の
人
間
観　

―

と
く
に
人
間
の
呼
称
を
め
ぐ
っ

て―

」 

（『
人
文
学
論
集
』
第
十
号
、
一
九
七
六
年
）

服
部
正
穏
「
第
三
章　

人
間
観
」

 
 

（『
法
然
浄
土
教
思
想
』、
一
九
八
〇
年
）

藤
堂
恭
俊 

「
三
学
非
器
の
自
覚
」

 
  

（『
法
然
上
人
研
究
』
一
、
一
九
八
三
年
）

藤
堂
恭
俊
「
最
終
講
義 

浄
土
教
思
想
の
特
徴―

人
間
観
を
手
が
か
り
と

し
て―

」

 
 

（『
佛
教
大
学
仏
教
学
会
紀
要
』
第
二
号
、
一
九
九
四
年
）

藤
本
淨
彦
「
法
然
に
お
け
る
浄
土
教
的
存
在
論
の
形
成
」

 

「
宗
教
的
人
間
観
の
形
成
」

 
 

（『
法
然
浄
土
教
の
宗
教
思
想
』
所
収
、
二
〇
〇
三
年
）

　

と
こ
ろ
で
、
分
類
・
整
理
に
入
る
前
に
、
峰
島
旭
雄
氏
の
論
文
「
浄
土

教
の
人
間
観
」（『
佛
教
論
叢
』
第
十
一
号
、
一
九
六
六
）
に
注
目
し
た
い
。

こ
れ
は
浄
土
宗
教
学
院
で
の
「
選
択
集
の
綜
合
的
研
究
」
の
一
部
門
と
し

て
、
浄
土
教
の
人
間
観
に
つ
い
て
の
そ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
の
上
に
提
示
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一
九
〇

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
先
行
研
究
を
省
み
る
上
で
の
一
つ
の
基
準
と
な
る

べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

峰
島
氏
は
『
選
択
集
』
に
引
用
さ
れ
る
善
導
の
『
観
経
疏
』
の
文
「
決

定
し
て
深
く
信
ず
、
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
こ

の
か
た
常
に
没
在
し
流
転
し
て
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
」
を
指
し
て
、

浄
土
教
の
人
間
観
は
善
導
・
法
然
に
お
い
て
凡
夫
観
と
し
て
確
立
し
た
と

す
る
。
そ
し
て
、
仏
教
に
お
け
る
人
間
観
を
①
構
成
的
人
間
観
（
五
蘊
仮

和
合
の
人
間
観
）、
②
観
念
的
人
間
観
（
空
（
お
よ
び
唯
識
）
の
人
間
観
、

③
主
体
的
人
間
観
（
浄
土
門
的
〝
行
〞
の
人
間
観
）
と
押
さ
え
、
特
に
③

を
「
深
い
内
省
と
社
会
現
実
に
対
す
る
鋭
い
批
判
に
基
づ
く
主
体
的
人
間

把
握
」
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
を
浄
土
教
の
人
間
観
の
特
異
性
と
し
て
指
摘

し
て
い
る
。
ま
た
、
西
洋
の
人
間
観
・
人
間
論
・
人
間
学
の
客
観
的
態
度
、

す
な
わ
ちhom

o sapiens

（
理
性
人
）、hom

o faber

（
工
作
人
）、
実
存

的
人
間
、
現
象
的
人
間
等
の
解
釈
に
対
し
て
も
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
す

る
。
つ
ま
り
、
浄
土
教
の
人
間
観
は
西
洋
の
そ
れ
と
も
、
ま
た
仏
教
内
に

お
い
て
も
全
く
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
浄
土
教
の
人
間
観
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
問
題
と

し
て
、
こ
う
し
た
人
間
観
に
お
い
て
は
、「
自
己
自
身
の
人
間
把
握
を
通

し
て
人
間
一
般
を
も
考
え
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
考
え
る
の
は
自
己
自
身

の
救
済
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
人
間
一
般
に
ま
で
拡
大
さ
れ
な
く
て
も

よ
い
と
さ
れ
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
と
、
こ
れ
に
関
連
し
て
浄
土
教
に
お

け
る
人
間
観
と
救
済
論
の
相
即
、
す
な
わ
ち
信
機
・
信
法
の
相
即
関
係
を

指
摘
す
る
。
特
に
前
者
に
対
し
て
は
、「
善
導
大
師
・
法
然
上
人
の
最
大

関
心
事
は
人
間
そ
の
も
の
を
つ
か
む
こ
と
に
あ
っ
て
、
決
し
て
人
間
一
般

の
あ
り
方
や
本
質
を
規
定
す
る
人
間
観
の
樹
立
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
」
と
断
言
す
る
。

　

ま
た
、
後
者
に
対
し
て
は
、
浄
土
教
に
お
い
て
は
、
人
間
の
本
質
規
定

が
な
さ
れ
た
上
で
救
済
論
が
展
開
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、「
救
わ
れ
る
べ

き
人
間
は
い
か
な
る
人
間
で
あ
る
か
」
が
問
題
と
さ
れ
る
と
い
う
点
を
指

摘
し
、
悪
人
正
機
の
問
題
に
触
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
そ

れ
ま
で
の
研
究
に
対
す
る
分
析
か
ら
善
悪
の
概
念
に
三
種
類
、
す
な
わ
ち

1
一
般
的
社
会
的
倫
理
的
通
念
と
し
て
の
善
（
悪
）、
2
自
力
的
仏
教
修

業
に
お
け
る
戒
善
（
悪
）、
3
他
力
の
中
の
自
力
的
修
善
（
悪
）、
の
系
統

に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
し
、「
善
人
正
機
・
悪
人
正
機
に
お
け
る

善
悪
は
ふ
つ
う
の
意
味
で
は
な
く
、
宗
教
的
な
、
し
か
も
浄
土
教
に
し
て

他
力
の
中
の
他
力
の
次
元
に
お
い
て
言
わ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
す

る
。

　

先
行
研
究
を
省
み
て
い
く
上
で
の
基
準
と
し
て
峰
島
氏
の
論
文
を
挙
げ

た
の
で
あ
る
が
、
我
々
が
こ
こ
か
ら
顧
慮
す
べ
き
点
と
し
て
二
つ
の
疑
問

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
峰
島
氏
の
論
文
が
善
導
法
然
の
浄
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一
九
一

土
教
の
人
間
観
に
お
い
て
は
人
間
一
般
に
つ
い
て
考
え
る
も
の
で
は
な
い

と
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
言
い
切
れ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
点
。
も

う
一
つ
は
、
悪
人
正
機
の
問
題
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
の
善
悪
は
普
通
（
日

常
）
の
善
悪
を
指
す
の
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、

法
然
遺
文
に
お
い
て
詳
細
な
凡
夫
概
念
の
規
定
が
見
当
た
ら
な
い
と
い
う

点
か
ら
も
一
見
首
肯
で
き
そ
う
な
意
見
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
肯
定
し
た
場

合
、
法
然
が
立
教
開
宗
を
宣
言
し
、
布
教
活
動
を
し
た
こ
と
の
意
味
が
理

解
し
が
た
く
な
る
。
ま
た
、
人
間
一
般
に
当
て
は
ま
ら
な
い
思
考
を
持
つ

浄
土
教
は
倫
理
性
を
有
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
善
悪
の
概
念
を
普
通
日
常
的
な
意
味
か
ら
切
り
離
し

て
、
宗
教
と
い
う
領
域
に
お
け
る
特
有
の
意
味
を
持
つ
概
念
と
し
て
扱
う

こ
と
は
、
浄
土
教
を
非
日
常
的
な
閉
ざ
さ
れ
た
領
域
に
隔
離
す
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
浄
土
教
で
語
ら
れ
る
言
語
は
、
普
通
に
日
常

生
活
を
営
む
人
間
に
と
っ
て
は
意
味
を
な
さ
な
い
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
も
や
は
り
浄
土
教
の
倫
理
性
の
有
意
義
性
へ
の
疑
問
と
な
る
。
こ

の
よ
う
な
問
題
点
を
意
識
し
な
が
ら
、
法
然
浄
土
教
の
人
間
観
に
つ
い
て

の
先
行
研
究
を
見
て
い
き
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
に
あ
げ
た
論
文
を
概
観
す
る
と
、
年
代
別
の
特
徴
、
つ

ま
り
時
代
に
よ
る
傾
向
の
変
遷
と
い
っ
た
こ
と
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研

究
者
の
関
心
と
方
法
論
に
よ
る
傾
向
性
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
法

然
の
浄
土
教
義
の
教
学
基
盤
と
し
て
人
間
観
を
論
じ
る
立
場
、
②
浄
土
教

信
仰
の
た
だ
中
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
人
間
を
語
る
も
の
、
③
そ
し
て
こ

の
両
者
に
わ
た
る
も
の
の
三
類
で
あ
る
。
ま
た
、
①
に
お
い
て
は
、
a
通

仏
教
的
な
知
識
を
背
景
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
も
の
と
、
b
浄
土
教
思
想
史

的
に
法
然
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
、
ま
た
超
時
間

的
、
人
間
の
普
遍
的
問
題
と
し
て
論
じ
る
c
実
存
的
立
場
が
見
ら
れ
る
。

次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

①　

教
学
基
盤
と
し
て
人
間
観
を
論
じ
る
立
場

a　

通
仏
教
的
背
景
か
ら
論
じ
る
も
の

b　

仏
教
思
想
史
・
浄
土
教
思
想
史
的
研
究

c　

実
存
的
人
間
観
研
究

②　

浄
土
教
信
仰
・
思
想
の
中
に
人
間
観
を
捉
え
る
も
の

③　

全
体
に
わ
た
る
も
の

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
分
類
は
、
必
ず
し
も
互
い
に
干
渉
し
な
い
と
い
う

よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

①　

教
学
基
盤
と
し
て
人
間
観
を
論
じ
る
立
場

a　

通
仏
教
的
背
景
か
ら
論
じ
る
も
の

　

ま
ず
、
通
仏
教
的
な
視
点
を
意
識
し
つ
つ
、
法
然
浄
土
教
の
人
間
観
を

そ
の
教
学
基
盤
と
し
て
捉
え
る
も
の
に
、
藤
原
了
然
氏
の
「
選
択
集
に
於
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け
る
凡
夫
論
」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
十
六
号
、
一
九
五
一
）
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
藤
原
氏
は
ま
ず
法
然
仏
教
の
主
張
す
る
「
凡
入
報

土
」
が
、
大
因
大
果
、
小
因
小
果
の
通
仏
教
的
因
果
律
に
矛
盾
す
る
と
い

う
問
題
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
浄
土
仏
教
の
理
論
と
し
て
二
種
深

信
な
ど
が
見
ら
れ
る
が
、
通
仏
教
的
立
場
か
ら
理
解
す
る
な
ら
ば
、
日
本

浄
土
教
の
立
場
は
〝
事
の
法
門
〞
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
聖
道
門
の

〝
理
の
法
門
〞
に
お
い
て
は
仏
凡
の
断
絶
は
動
か
し
難
い
が
、
事
の
法
門

の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
具
体
的
に
実
在
す
る
の
は
凡
夫
の
み
で
あ
り
、
そ

の
凡
夫
と
い
え
ど
も
独
立
個
在
す
る
の
で
は
な
く
（
空
）
法
性
真
如
の
中

の
実
在
で
あ
っ
て
、
こ
の
在
り
方
は
説
明
を
超
え
言
語
の
彼
岸
に
属
す
る

在
り
方
で
あ
る
の
で
、
凡
入
報
土
に
は
非
難
さ
れ
る
よ
う
な
問
題
は
な
い

と
す
る
。
そ
し
て
、「
理
の
立
場
よ
り
一
見
、
曲
解
さ
れ
仏
教
常
説
よ
り

逸
脱
し
た
か
の
観
を
呈
す
る
選
択
集
の
凡
夫
観
は
、
そ
の
能
表
現
た
る
事

の
立
場
よ
り
す
る
な
ら
ば
、
仏
教
諸
説
中
に
於
け
る
最
も
代
表
的
な
し
か

も
最
も
現
実
的
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
」
と
通
仏
教
思
想
に
対
し
て
浄
土

教
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

通
仏
教
的
知
識
か
ら
浄
土
教
の
人
間
論
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
も
の
に
も

う
一
つ
、
結
城
令
聞
氏
の
「
浄
土
教
の
人
間
論
」（『
講
座
仏
教
思
想　

第

四
巻
「
人
間
論
・
心
理
学
」』
所
収
、
一
九
七
五
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
結
城
氏
は
、
親
鸞
に
お
け
る
「
人
間
に
対
す
る
歎
き
」
を
具
体
的

に
例
示
し
、
そ
れ
ら
に
み
ら
れ
る
仏
教
用
語
に
着
目
し
、『
唯
識
三
十

頌
』『
百
法
明
門
論
』『
成
唯
識
論
』
か
ら
仏
教
の
煩
悩
論
を
解
説
す
る

（
a
本
惑
的
構
造
（
根
本
煩
悩
）
＝
倶
生
分
別
門
・
自
類
相
応
門
・
識
相

応
門
。
b
随
惑
的
構
造
（
随
煩
悩
）
＝
仮
実
分
別
門
・
倶
生
分
別
門
・
自

類
相
応
門
・
識
相
応
門
。
c
本
随
両
惑
の
相
応
関
係
（
本
惑
相
応
門
））。

特
に
、「
識
相
応
門
」
の
解
説
で
は
、「
浄
土
教
の
煩
悩
具
足
、
煩
悩
成
就

と
い
う
こ
と
が
た
だ
罪
悪
感
と
い
う
よ
う
な
主
観
的
な
も
の
で
な
く
、
人

間
構
造
と
し
て
把
握
で
き
る
」
と
し
、
前
五
識
・
第
六
識
・
第
七
識
・
第

八
識
と
貪
・
瞋
・
痴
・
慢
・
疑
・
身
見
・
辺
等
の
四
見
、
と
の
相
応
を
図

示
し
、
人
間
が
煩
悩
的
構
造
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
二
論
文
は
、
藤
原
氏
が
〝
事
〞
と
〝
理
〞
と
い
う
枠
組
み
か
ら

凡
夫
論
を
解
明
し
よ
う
と
し
、
結
城
氏
が
仏
教
の
分
析
的
煩
悩
論
を
前
提

と
し
て
浄
土
教
の
人
間
論
と
そ
の
問
題
を
論
究
す
る
と
い
う
意
味
で
、
通

仏
教
的
背
景
か
ら
の
人
間
観
研
究
で
あ
る
と
分
類
で
き
る
。
次
に
、
仏
教

思
想
史
あ
る
い
は
浄
土
教
思
想
史
か
ら
法
然
の
人
間
観
を
位
置
づ
け
よ
う

と
す
る
研
究
に
つ
い
て
見
て
ゆ
き
た
い
。

b　

仏
教
思
想
史
的
・
浄
土
教
思
想
史
的
研
究

　

千
賀
眞
順
氏
の
「
法
然
上
人
の
人
間
観
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
通

巻
十
八
、
一
九
六
一
）
は
、
法
然
の
人
間
観
で
あ
る
凡
夫
性
は
、
浄
土
三

部
経
に
基
づ
き
、
浄
土
祖
師
を
一
貫
す
る
伝
承
で
あ
る
こ
と
を
龍
樹
を
始
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仏
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点
と
し
て
、
天
親
、
曇
鸞
、
道
綽
、
善
導
と
法
然
に
至
る
ま
で
概
観
す
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
諸
師
の
人
間
観
を
指
摘
し
た
上
で
、『
選
択
集
』
に
述
べ

ら
れ
る
「
有
仏
性
」
を
、「
涅
槃
大
乗
の
基
本
線
は
飽
く
ま
で
現
実
を
無

視
し
た
理
想
論
で
あ
り
、
可
能
性
を
以
て
修
道
を
勧
奨
し
た
も
の
」
で
あ

る
に
過
ぎ
ず
、「
人
間
の
現
実
性
に
徹
し
た
と
こ
ろ
に
法
然
上
人
の
人
間

観
は
あ
る
」
と
結
論
す
る
。

　

恵
谷
隆
戒
氏
の
「
日
本
浄
土
教
思
想
史
上
に
お
け
る
凡
夫
性
自
覚
過
程

に
つ
い
て
」（『
佛
教
文
化
研
究
』
第
十
三
号
、
一
九
六
六
）
は
、
法
然
に

至
る
ま
で
の
日
本
浄
土
教
に
お
け
る
人
間
理
解
を
た
ど
る
も
の
で
あ
り
、

聖
徳
太
子
に
は
じ
ま
り
、
智
光
・
最
澄
・
円
仁
・
源
信
・
静
照
・
禅
瑜
・

源
隆
國
・
永
観
・
珍
海
を
挙
げ
、
法
然
に
至
る
人
間
観
の
深
化
を
分
析
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

髙
橋
弘
次
氏
の
「
浄
土
教
の
人
間
観　

―

と
く
に
人
間
の
呼
称
を
め

ぐ
っ
て―

」（『
人
文
学
論
集
』
第
十
号
、
一
九
七
六
）
は
、
仏
教
思
想
史

に
お
け
る
人
間
の
呼
称
の
変
化
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
浄
土
教
思

想
が
人
間
を
「
凡
夫
」
と
呼
称
す
る
に
い
た
る
思
想
的
過
程
の
一
面
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
考
察
は
、
パ
ー
リ
・
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
文
献
に
お
け
る
人
間
の
呼
称
、“m

anus˙ ya

（m
anussa

）” “sattva

（satta

）” 

、“pr˙ thag-jana

（puthujjana

）”

の
語
意
か
ら
始
ま
り
、
中
国
・

日
本
の
浄
土
教
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
凡
夫
の
語
へ
と
至
り
、
法
然
に
お

い
て
「
は
じ
め
て
浄
土
教
（
念
仏
の
教
え
）
に
お
け
る
主
体
的
な
自
己
の

確
立
が
見
ら
れ
る
」
と
し
、
浄
土
教
の
人
間
観
の
主
体
的
な
深
ま
り
の
歴

史
的
過
程
を
論
述
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

奈
良
博
順
氏
の
、「
鎌
倉
仏
教
に
お
け
る
人
間
観
の
相
克―

『
興
福
寺

奏
状
』
を
め
ぐ
っ
て―

」（『
淑
徳
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
号
、
一
九
六
九
）

は
、
復
興
運
動
を
繰
り
広
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
旧
仏
教
が
大
方
室
町
時

代
ま
で
に
消
滅
し
た
原
因
の
究
明
を
問
題
設
定
と
し
て
、
貞
慶
と
法
然
に

お
け
る
人
間
観
の
相
違
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
両
者
の
時
代
的
背

景
に
着
目
し
、
貞
慶
の
人
間
観
が
貴
族
社
会
の
枠
を
出
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
の
に
対
し
て
、
法
然
の
そ
れ
は
社
会
的
身
分
を
超
え
た
時
代
的
苦

悩
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

　

以
上
、
見
て
き
た
思
想
史
的
観
点
の
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
か

ら
の
、
あ
る
い
は
日
本
の
浄
土
教
の
流
れ
は
、
善
導
の
思
想
を
継
承
す
る

法
然
に
お
い
て
人
間
観
の
捉
え
方
が
大
き
く
転
換
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
共
通
し
て
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
に
関
し
て
は
、

人
間
観
を
主
眼
と
す
る
の
で
は
な
い
も
の
の
、
香
月
乗
光
氏
の
論
が
注
目

さ
れ
る
。
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香
月
乗
光
氏
の
「
法
然
上
人
の
浄
土
開
宗
に
お
け
る
仏
教
の
転
換
」

（『
法
然
浄
土
教
の
思
想
と
歴
史
』
所
収
、
一
九
六
三
）
は
、
法
然
の
浄
土

宗
開
宗
を
仏
教
の
転
換
で
あ
っ
た
と
し
、
こ
の
転
換
の
内
実
を
「
捨
聖
帰

浄
に
お
け
る
転
換
」「
捨
雑
帰
正
に
お
け
る
転
換
」「
専
修
一
行
に
お
け
る

転
換
」
の
三
点
に
お
い
て
押
さ
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
一
貫
し
て

言
え
る
こ
と
は
、「
法
に
よ
る
仏
教
」
か
ら
「
仏
に
よ
る
仏
教
」
へ
の
転

換
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
転
換
は
浄
土
教
の
歴
史
的
流
れ
に
も
見

る
こ
と
が
で
き
、
源
信
・
永
観
の
浄
土
教
が
観
想
・
三
昧
を
目
的
と
す
る

の
に
対
し
て
、
法
然
の
浄
土
教
は
本
願
の
行
で
あ
る
称
名
に
よ
る
往
生
を

求
め
る
も
の
へ
の
転
換
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
仏

教
の
転
換
の
契
機
に
、「
内
的
契
機
」
と
し
て
法
然
の
〝
三
学
非
器
の
告

白
〞、
そ
し
て
「
外
的
契
機
」
と
し
て
当
時
の
仏
教
界
の
哲
学
的
傾
向
と
、

末
法
意
識
を
挙
げ
る
。
つ
ま
り
、
法
然
に
よ
る
仏
教
の
転
換
の
根
底
に
は
、

そ
の
人
間
観
、
自
己
の
三
学
非
器
の
自
覚
、
凡
夫
の
把
握
が
横
た
わ
っ
て

い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

藤
堂
恭
俊
氏
の
「
三
学
非
器
の
自
覚
」（『
法
然
上
人
研
究
』
一
、
第
一

章
「
浄
土
宗
開
創
期
前
後
に
お
け
る
法
然
の
課
題
」
第
四
節
、

一
九
八
三
）
は
、
源
信
の
『
往
生
要
集
』
か
ら
法
然
と
い
う
浄
土
教
の
移

行
に
つ
い
て
、
特
に
凡
夫
観
に
着
目
す
る
も
の
で
あ
る
。
藤
堂
氏
は
ま
ず

『
往
生
要
集
』
に
見
ら
れ
る
凡
夫
観
に
関
わ
る
表
現
を
抽
出
、
分
析
し
て

源
信
に
お
け
る
凡
夫
の
内
実
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
し
て
『
往
生
要

集
』
が
称
名
を
説
き
な
が
ら
も
、
依
然
と
し
て
称
名
に
対
す
る
観
行
の
優

位
や
、
菩
提
心
・
持
戒
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
離
れ
得
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、

源
信
は
、
凡
夫
を
注
視
し
つ
つ
も
、
未
だ
既
存
の
仏
道
を
脱
し
て
い
な
い

と
す
る
。
対
し
て
法
然
に
お
い
て
は
、
弁
長
が
伝
承
す
る
〝
三
学
非
器
〞

の
告
白
に
つ
い
て
考
察
が
な
さ
れ
、
こ
れ
は
法
然
自
身
の
三
学
の
深
ま
り

の
体
験
に
立
脚
す
る
も
の
で
、「
菩
薩
の
実
践
と
し
て
三
学
の
あ
る
べ
き

状
態
と
、
実
際
に
三
学
を
実
修
し
つ
つ
あ
る
現
状
と
の
へ
だ
た
り
、
三
学

の
全
う
を
さ
え
ぎ
り
、
さ
ま
た
げ
る
も
の
の
発
見
で
あ
っ
た
」
と
し
、
こ

の
発
見
さ
れ
た
も
の
を
「
人
間
の
性
」
で
あ
っ
た
と
い
い
、
法
然
の
浄
土

開
宗
は
こ
の
人
間
の
性
で
あ
る
「
三
学
非
器
の
自
覚
の
上
に
た
っ
た
仏
教

の
見
直
し
で
あ
っ
た
」
と
結
論
す
る
。

　

ま
た
、
こ
の
論
文
に
お
い
て
藤
堂
氏
は
二
種
深
信
に
お
け
る
信
機
に
言

及
し
、「
信
機
に
お
い
て
自
覚
さ
れ
る
人
間
の
性
と
は
、
同
じ
性
で
も
菩

薩
の
実
践
上
と
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
照
ら
し
出
さ
れ
る
と
い
う
宗
教
経

験
上
と
に
お
け
る
相
違
を
看
過
し
得
な
い
か
ら
、
三
学
非
器
と
区
別
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
」
と
、
信
機
と
三
学
非
器
の
質
的
相
違
を
指
摘
し
て
い
る

点
は
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

同
藤
堂
氏
の
最
終
講
義
「
浄
土
教
思
想
の
特
徴―

人
間
観
を
手
が
か
り

と
し
て―
」（『
佛
教
大
学
仏
教
学
会
紀
要
』
第
二
号
、
一
九
九
四
）
は
、
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曇
鸞
の
浄
土
教
思
想
を
中
心
と
し
た
思
想
史
的
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
り
、

法
然
の
そ
れ
が
主
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
浄
土
教

に
お
け
る
人
間
把
握
の
内
実
を
論
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
も

な
い
が
、
人
間
観
を
基
盤
と
し
て
浄
土
教
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
と

し
て
学
ぶ
べ
き
所
の
多
い
論
文
で
あ
る
。

　

藤
堂
氏
の
論
は
、「
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
結
使
・
煩
悩
を
、
人

間
の
性
と
し
て
一
律
平
等
に
具
有
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し

て
置
く
も
の
で
、
浄
土
教
に
お
い
て
は
曇
鸞
の
『
往
生
論
註
』
に
言
わ
れ

る
と
こ
ろ
の
「
信
仏
の
因
縁
」
の
法
に
よ
っ
て
、
こ
の
煩
悩
的
存
在
で
あ

る
人
間
の
仏
道
の
成
就
が
可
能
に
成
る
と
い
う
。
そ
し
て
、「
浄
土
」「
念

仏
」
と
い
っ
た
こ
と
に
考
察
を
加
え
、
い
ず
れ
も
人
間
の
本
性
的
な
認
識

で
あ
る
「
我
」
と
「
汝
」
と
い
う
認
識
論
を
否
定
し
な
い
と
い
う
こ
と
を

強
調
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
こ
と
を
善
導
の
『
観
経
疏
』
玄
義
分
に
示
さ

れ
る
「
三
縁
義
」
に
お
け
る
「
仏
凡
二
重
の
人
格
的
呼
応
関
係
」
を
称
名

念
仏
の
内
実
と
し
て
解
明
し
て
い
る
。
こ
の
最
終
講
義
は
、
浄
土
教
に
お

け
る
人
間
観
、
凡
夫
の
解
明
で
は
な
く
、
凡
夫
を
前
提
と
し
た
、
凡
夫
の

た
め
の
教
え
と
し
て
の
浄
土
教
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
論
で
前

提
と
さ
れ
る
凡
夫
観
は
、「
我
」
と
「
汝
」
と
い
う
人
間
の
日
常
的
認
識

の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
身
口
意
の
三
業
と
い
う
身
体
性
に

よ
っ
て
、
仏
と
凡
夫
が
捉
え
ら
れ
る
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

c　

実
存
的
人
間
観
研
究

　

次
に
、
法
然
浄
土
教
の
人
間
観
を
実
存
的
な
関
心
か
ら
研
究
す
る
も
の

を
見
て
い
く
。
こ
れ
は
、
通
仏
教
的
知
識
を
基
礎
に
浄
土
教
の
人
間
観
の

位
置
づ
け
を
試
み
る
も
の
や
、
法
然
浄
土
教
に
い
た
る
思
想
史
を
省
み
て

概
念
変
化
を
分
析
し
、
そ
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
も
の
と
は
異
な
り
、
法

然
浄
土
教
に
お
け
る
凡
夫
の
内
実
を
哲
学
的
・
実
存
的
に
考
究
す
る
も
の

で
あ
り
、
ま
た
そ
こ
に
は
研
究
者
自
身
に
お
い
て
人
間
を
い
か
に
見
る
か

と
い
う
主
体
的
関
心
と
相
即
す
る
性
質
を
も
つ
研
究
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

坪
井
俊
映
氏
の
「
浄
土
教
に
於
け
る
凡
夫
性
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏

教
学
研
究
』
通
巻
三
、
一
九
五
三
）
は
、
そ
の
考
察
の
方
法
論
か
ら
通
仏

教
的
背
景
か
ら
論
じ
る
も
の
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
坪
井
氏
の
結
論
に
お
い
て
強
調
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
注
目
す
る

な
ら
ば
、
実
存
的
な
研
究
で
あ
る
と
い
え
る
。
坪
井
氏
は
ま
ず
、
凡
夫
の

原
語
で
あ
るpr˙ thag-jana

へ
の
着
目
か
ら
、
聖
道
諸
教
の
説
く
凡
夫
が

客
観
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
と
し
、
対
す
る
善
導
や
法
然
の
説
く
凡
夫

は
主
体
的
自
覚
に
お
い
て
語
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
浄
土

仏
教
に
お
け
る
凡
夫
が
煩
悩
肯
定
に
な
る
傾
向
に
対
し
て
「
浄
土
教
の
凡

夫
と
は
、
か
か
る
安
易
な
「
自
堕
落
」「
物
知
ら
ず
」
を
自
負
す
る
も
の

を
云
う
の
で
は
な
く
、
罪
悪
観
に
よ
る
厳
粛
な
自
己
否
定
を
媒
介
と
せ
る
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凡
夫
で
あ
っ
て
、
直
接
肯
定
的
な
も
の
で
は
な
い
」
と
浄
土
教
の
凡
夫
観

の
深
刻
な
一
面
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

西
川
知
雄
氏
は
、
坪
井
氏
の
指
摘
す
る
「
浄
土
教
の
凡
夫
観
の
深
刻
な

一
面
」
と
真
摯
に
格
闘
し
た
研
究
者
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で

は
、『
法
然
浄
土
教
の
哲
学
的
解
明
』
に
収
め
ら
れ
る
「
法
然
の
人
間

観
」（
一
九
五
五
）、「
法
然
上
人
の
人
間
観
」（
一
九
五
六
）、「
浄
土
教
に

お
け
る
『
罪
人
』
に
つ
い
て―
法
然
の
場
合―

」（
一
九
六
一
）
を
取
り

上
げ
た
い
。

　
「
法
然
の
人
間
観
」
で
は
法
然
浄
土
教
の
出
発
点
と
し
て
検
討
さ
れ
る

べ
き
問
題
と
し
て
人
間
の
機
根
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
ず
法
然
の
時
代
的
背

景
で
あ
る
末
法
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
絶
望
の
壁
に
突
き
当
た
ら

な
い
」
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
と
い
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的

な
思
考
で
は
、「
人
間
的
な
る
も
の
の
全
面
的
否
定
（
絶
望
）
に
よ
っ
て

救
い
が
成
立
」
つ
の
に
対
し
て
、「
法
然
に
於
い
て
は
人
間
的
な
る
も
の

の
全
面
的
否
定
は
救
済
の
は
た
ら
き
の
う
ち
に
於
い
て
仏
の
力
に
よ
っ
て

な
さ
れ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
法
然
に
お
け
る
「
悪
人
」
の
意

味
に
つ
い
て
「
法
然
は
世
間
の
道
徳
に
於
け
る
悪
と
同
意
に
解
し
て
い

る
」
と
し
、
そ
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
こ
の
悪
人
で
あ
る
人
間

が
、「
無
明
の
ま
ま
」「
人
間
の
ま
ま
」
で
ど
の
よ
う
に
救
済
さ
れ
る
の
か

に
つ
い
て
は
、
信
心
に
お
い
て
そ
れ
が
可
能
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
信
に

よ
る
救
済
は
論
理
的
に
は
矛
盾
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
着
目
し
て
、
法
然
の

人
間
観
は
、「
人
間
と
は
無
明
で
あ
り
、
且
つ
論
理
の
裂
け
目
に
於
て
生

き
て
い
る
も
の
で
あ
る
」
と
結
論
す
る
。

　

同
氏
の
「
法
然
上
人
の
人
間
観
」
は
、
極
め
て
主
体
的
な
ま
な
ざ
し
か

ら
、
い
わ
ば
人
間
学
的
な
方
向
に
お
い
て
法
然
の
人
間
観
を
語
り
出
そ
う

と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
先
の
論
文
で
い
わ
れ
た
「
論
理
の
裂
け
目
」
を

解
明
し
よ
う
と
す
る
営
み
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
論
文
は
、
ま
ず
自
己
意
識
の
限
界
点
、
つ
ま
り
「
人
間
で
あ
る
こ

と
の
で
き
る
ぎ
り
ぎ
り
の
一
線
」
と
し
て
、
罪
意
識
に
お
い
て
人
間
に
は

自
己
を
客
体
化
し
、
客
体
化
さ
れ
る
自
己
に
罪
を
被
せ
る
と
い
う
自
己
欺

瞞
が
在
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
そ
の
自
己
欺
瞞
の
意
識
に
追
い
詰
め
ら

れ
た
人
間
の
救
い
は
「
学
の
次
元
に
於
て
で
は
な
く
宗
教
の
次
元
に
於
て

実
現
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
だ
と
い
う
。

　

次
に
西
川
氏
は
、「
わ
が
身
を
ふ
り
か
え
っ
て
」
と
し
て
、
右
の
自
己

意
識
の
限
界
点
を
み
ず
か
ら
主
体
的
か
つ
峻
厳
に
内
省
し
、
本
願
に
救
わ

れ
る
自
己
は
自
己
を
否
定
し
な
が
ら
、
そ
の
否
定
さ
れ
る
自
己
を
引
き
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
自
身
の
内
省
を
経
て
、
西

川
氏
は
法
然
上
人
の
浄
土
教
は
「
自
己
の
発
見
」「
自
己
の
確
立
」
を
新

し
い
形
で
思
想
界
に
持
ち
出
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
い
、
こ
の
「
自
己

の
発
見
」
と
は
「
自
己
は
罪
悪
の
凡
夫
で
あ
る
」
こ
と
の
発
見
で
あ
り
、
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「
自
己
の
確
立
」
と
は
「
自
力
に
よ
っ
て
は
救
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
、
そ
れ
こ
そ
ま
さ
に
自
己
な
の
だ
」
と
規
定
し
た
こ
と
だ
と
い
う
。

そ
し
て
、「「
自
己
と
は
自
力
に
よ
っ
て
救
わ
れ
な
い
も
の
」
と
い
う
一
見

矛
盾
的
な
規
定
は
、
人
間
存
在
の
根
本
に
触
れ
る
と
こ
ろ
、
す
な
わ
ち

「
人
間
で
あ
っ
て
人
間
で
あ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
ぎ
り
ぎ
り
の
線
に

於
け
る
人
間
」
観
」
で
あ
り
、「
自
己
」
を
肯
定
し
つ
つ
「
自
力
」
を
否

定
す
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、「
人
間
」
を
肯
定
し
つ
つ
「
人
間
の
善

業
」
を
否
定
す
る
こ
と
に
於
て
、
法
然
の
浄
土
教
の
特
質
で
あ
り
、
そ
の

人
間
観
が
あ
る
」
と
法
然
浄
土
教
の
特
質
と
、
そ
の
人
間
観
を
明
確
化
す

る
。

　

ま
た
、
西
川
氏
は
仏
教
の
根
本
問
題
で
あ
る
「
苦
」
が
「
罪
」
の
人
間

観
へ
と
変
異
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
、
こ
の
こ
と
が
冷
厳

な
哲
理
と
し
て
の
仏
教
か
ら
、
慈
悲
に
よ
る
救
済
の
宗
教
へ
の
変
移
に
並

行
し
て
い
る
と
し
、
法
然
の
人
間
観
を
「
人
間
は
「
罪
人
」
と
し
て
存
在

し
て
い
る
」
と
論
じ
て
い
る
。

　

先
に
あ
げ
た
香
月
氏
の
論
文
は
、
法
然
の
浄
土
教
に
見
ら
れ
る
「
法
に

よ
る
仏
教
」
か
ら
「
仏
に
よ
る
仏
教
」
の
転
換
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
的

契
機
と
し
て
三
学
非
器
の
自
覚
、
外
的
契
機
と
し
て
当
時
の
仏
教
界
の
哲

学
的
傾
倒
が
指
摘
さ
れ
た
が
、
今
見
た
西
川
氏
の
論
文
は
、
香
月
氏
が
外

的
契
機
と
す
る
も
の
の
う
ち
に
内
面
性
、
つ
ま
り
主
体
的
人
間
観
を
指
摘

す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

同
西
川
氏
の
「
浄
土
教
に
お
け
る
『
罪
人
』
に
つ
い
て―

法
然
の
場
合

―

」
は
、
先
の
論
文
で
指
摘
し
た
法
然
の
人
間
観
で
あ
る
「
罪
人
」
に
つ

い
て
、
法
然
遺
文
か
ら
、「
仏
戒
に
違
す
る
も
の
。
破
戒
」「
煩
悩
」「
妄

念
」「
無
智
」「
愚
癡
」「
懈
怠
」「
不
信
」「
軽
慢
」「
謗
法
」
の
表
現
を
抽

出
し
考
察
を
加
え
る
。
そ
し
て
、
と
く
に
「
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
の
表
現

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
間
が
人
間
と
し
て
在
る
限
り
離
れ
得
な
い
「
罪

人
」
と
い
う
性
質
に
論
究
す
る
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
法
然
に
は
仏
性
を

有
す
る
人
間
観
を
認
め
る
面
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
元
来
、
法
然
に

あ
っ
て
は
、「
善
人
」「
悪
人
」
は
、
仏
が
判
別
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
人

間
が
自
ら
勘
計
す
る
こ
と
で
は
な
」
く
、
人
が
救
わ
れ
る
の
は
、
善
・
悪

に
よ
っ
て
で
は
な
く
念
仏
の
一
行
に
よ
っ
て
で
あ
る
と
法
然
の
浄
土
教
の

本
旨
を
押
さ
え
る
の
で
あ
る
。

　

諸
戸
素
順
氏
の
『
法
然
上
人
の
現
代
的
理
解
』（
浄
土
シ
リ
ー
ズ
一
、

一
九
六
四
）
は
、
一
般
向
け
の
書
で
あ
り
論
文
で
は
な
い
が
、
特
に
第
三

章
の
「
出
発
点
と
し
て
の
人
間
観　

―

弱
く
無
力
で
あ
る
と
の
自
覚―

」

と
い
う
章
題
が
示
す
よ
う
に
、
法
然
浄
土
教
の
教
学
基
盤
と
し
て
そ
の
人

間
観
に
着
目
す
る
も
の
で
あ
り
見
逃
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

諸
戸
氏
は
、「
人
間
性
の
追
求
と
そ
こ
に
現
れ
た
問
題
の
解
決
こ
そ
が
、

上
人
の
教
え
の
基
調
を
な
し
て
い
る
」
と
法
然
の
人
間
観
の
重
要
性
を
述

べ
、
特
に
そ
れ
を
伝
統
的
な
仏
教
で
は
人
間
に
お
け
る
（
さ
と
り
の
）
可
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能
性
が
前
提
と
な
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
法
然
に
お
い
て
は
不
可
能
性
が

前
提
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
し
、
法
然
が
所
依
と
し
た
善
導
の
『
観

経
疏
』
散
善
義
の
、「
決
定
深
信
自
身
現
是
罪
悪
生
死
凡
夫
曠
劫
已
来
常

没
常
流
転
無
有
出
離
之
縁
」
の
文
に
そ
の
根
幹
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。

　

同
書
第
四
章
「
凡
人
の
宗
教
」
で
は
、
宗
教
学
的
視
点
か
ら
凡
人
の
宗

教
と
し
て
の
法
然
浄
土
教
が
解
説
さ
れ
る
が
、
こ
の
な
か
で
は
「
凡
人
」

が
、（
凡
人
の
）「
凡
」
と
は
非
宗
教
的
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
（
略
）
宗

教
学
で
い
う
「
聖
」
に
対
す
る
「
俗
」
が
、
そ
こ
で
考
え
ら
れ
て
い
る

（
略
）
聖
に
生
き
る
た
め
に
は
凡
に
死
な
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
、

さ
ら
に
、
聖
が
法
身
仏
や
涅
槃
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
超
越
的
普
遍
的
性

質
を
持
つ
の
に
対
し
て
、
凡
人
の
在
り
方
が
「
具
体
的
で
あ
り
、
現
実
的

で
あ
り
、
個
別
的
で
あ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
る
」（
具
象
性
）
と
い
う
特
性

が
指
摘
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
法
然
の
人
間
観
で
あ
る
凡
人
（
凡
夫
）
を
捉
え
、
そ
れ
を

基
盤
と
し
て
法
然
が
探
し
求
め
た
「
凡
人
の
宗
教
の
条
件
」
を
「
仏
と
し

て
、
本
来
超
越
的
で
あ
り
つ
つ
、
し
か
も
現
実
に
実
在
し
、
普
遍
的
で
あ

り
つ
つ
、
し
か
も
個
別
的
な
仏
、
智
慧
と
と
も
に
慈
悲
の
仏
が
実
在
し
て

い
る
こ
と
を
信
じ
て
、
そ
の
絶
対
的
な
力
の
救
い
に
与
る
の
他
は
な
い
」

と
押
さ
え
る
の
で
あ
る
。

　

坪
井
俊
映
氏
の
「
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
人
間
悪
に
つ
い
て
」（『
日
本

佛
教
学
会
年
報
』
第
三
十
三
号
、
一
九
六
八
）
は
、
法
然
浄
土
教
に
お
け

る
人
間
を
考
え
る
上
で
、「
仏
と
の
関
係
に
お
い
て
見
ら
れ
る
人
間
」
と

「
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
の
人
間
」
と
い
う
二
分
法
を
提
示
す
る
。

そ
し
て
、
前
者
に
属
す
る
要
素
と
し
て
「
現
実
の
人
間
は
全
て
末
法
五
濁

悪
世
に
住
す
る
下
根
下
智
で
あ
り
、
六
道
に
輪
廻
し
て
出
離
の
縁
無
き
常

没
の
凡
夫
と
見
る
立
場
で
あ
っ
て
、
こ
の
立
場
に
て
は
一
切
の
聖
者
善
人

の
存
在
を
認
め
ず
、
全
て
の
人
間
は
悪
人
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
末

法
思
想
と
六
道
輪
廻
思
想
を
根
拠
と
す
る
客
観
的
な
も
の
と
さ
れ
る
。
ま

た
、
主
体
的
な
も
の
と
し
て
「
末
法
悪
世
に
あ
り
て
常
没
の
衆
生
は
私
で

あ
る
と
自
己
自
身
の
生
死
流
転
を
内
省
す
る
人
間
」
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、

「
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
の
人
間
」
の
問
題
と
し
て
「
戒
法
孝
養

等
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
「
教
団
秩
序
を
維
持
」
お
よ
び
「
人
間
相
互
の

人
倫
関
係
を
規
定
す
る
も
の
」
と
し
て
、「
社
会
人
と
し
て
現
実
社
会
に

生
き
て
い
る
以
上
当
然
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
も
の
と
し
て
法
然
に

お
い
て
は
語
ら
れ
て
い
る
と
分
析
す
る
。

　

そ
し
て
最
後
に
「
念
仏
助
業
論
」
を
挙
げ
て
、
法
然
浄
土
教
思
想
に
見

ら
れ
る
「
仏
と
の
関
係
に
お
い
て
見
ら
れ
る
人
間
」
と
「
社
会
を
構
成
す

る
一
員
と
し
て
の
人
間
」
を
統
合
す
る
、
最
要
と
な
る
立
場
に
つ
い
て
論

じ
る
。
す
な
わ
ち
、「
戒
法
等
の
道
徳
的
行
為
も
念
仏
の
助
業
と
さ
れ
る

と
き
の
み
意
義
あ
る
行
為
で
あ
っ
て
、
助
業
と
考
え
な
か
っ
た
と
き
は
無

意
味
で
あ
り
、
ま
し
て
念
仏
行
を
さ
ま
た
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
な
れ
ば
、
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そ
れ
は
悪
業
と
し
て
廃
捨
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
。

　

坪
井
氏
の
こ
の
論
文
は
、
法
然
浄
土
教
の
人
間
悪
を
二
分
類
四
方
面
か

ら
分
析
す
る
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
論
文
が
注
目
す
る
内
省
的
、
実
存
的

人
間
観
の
指
摘
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
的
、
人
倫
的
側
面
へ
と
考
察

す
る
も
の
で
あ
り
、
法
然
浄
土
教
の
人
間
観
を
基
点
と
し
な
が
ら
そ
の
倫

理
性
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

菊
藤
明
道
氏
の
「
法
然
上
人
の
人
間
観―

特
に
そ
の
罪
悪
性
に
つ
い
て

―

」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
通
巻
四
七
、
一
九
七
五
）
は
、「
罪
」「
人

間
悪
」「
法
然
の
勧
戒
」
を
論
点
と
し
て
置
き
、
法
然
の
人
間
観
に
つ
い

て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
菊
藤
氏
は
、
仏
教
に
お
け
る
罪
を
「
法
（dharm

a

）
に
背
反
す
る

行
為
、
あ
る
い
は
戒
律
に
反
す
る
行
為
と
さ
れ
る
」
と
し
、
そ
の
根
本
と

し
て
痴
に
注
目
す
る
。
そ
し
て
こ
の
痴
の
断
滅
の
可
能
性
を
否
定
的
に
捉

え
た
の
が
法
然
・
親
鸞
な
ど
の
浄
土
教
徒
で
あ
る
と
浄
土
教
の
人
間
把
握

の
特
質
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
法
然
に
見
ら
れ
る
罪
悪
意
識
は
、
あ
く
ま

で
仏
教
的
な
罪
意
識
で
あ
り
、
世
間
的
倫
理
的
立
場
の
も
の
で
は
な
い
と

述
べ
る
。
さ
ら
に
法
然
が
凡
夫
往
生
を
示
し
な
が
ら
勧
戒
、
説
戒
を
行
っ

て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
法
然
の
二
面
性
や
矛
盾
で
は
な
く
「
止

悪
作
善
や
戒
法
遵
守
を
通
し
て
、
自
ら
の
罪
悪
性
、
迷
妄
性
を
よ
り
深
く

自
覚
せ
し
め
」
る
た
め
で
あ
っ
た
と
論
ず
る
。

　

こ
の
菊
藤
氏
の
論
で
は
、
法
然
に
お
け
る
罪
の
内
省
が
倫
理
的
理
念
に

お
け
る
も
の
で
は
な
く
「
宗
教
的
実
存
的
立
場
に
お
け
る
真
実
相
を
示
す

も
の
」
で
あ
り
、
そ
の
「
善
・
悪
も
単
な
る
社
会
倫
理
的
意
味
で
は
な
く
、

そ
の
根
底
に
は
常
に
宗
教
的
理
念
」
が
あ
る
と
し
て
、
宗
教
的
立
場
と
倫

理
的
立
場
と
い
う
区
別
を
想
定
し
つ
つ
も
、
そ
れ
ら
を
分
断
し
た
も
の
と

し
て
で
は
な
く
、
重
層
的
な
構
造
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
と
い
う
点
は
留

意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②　

浄
土
教
信
仰
・
思
想
の
中
に
人
間
観
を
捉
え
る
も
の

　

法
然
の
人
間
観
を
論
究
す
る
た
め
の
資
料
は
、
当
然
法
然
の
言
葉
、
す

な
わ
ち
遺
文
が
そ
の
中
心
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
残
さ
れ
て
い
る
法
然
の

遺
文
は
そ
の
信
仰
の
立
場
か
ら
発
せ
ら
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

時
系
列
に
そ
っ
て
、
信
仰
の
契
機
と
し
て
捉
え
う
る
人
間
観
を
語
る
言
葉

は
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、「
信
仰
の
基
盤
と
し
て
人
間
観

を
捉
え
る
立
場
」
の
研
究
で
あ
っ
て
も
、
法
然
遺
文
を
研
究
の
対
象
と
す

る
限
り
、
そ
こ
に
は
「
基
盤
と
し
て
」
と
い
う
こ
と
と
「
信
仰
の
中
に
」

と
い
う
こ
と
の
明
確
な
境
界
線
を
引
く
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
浄
土

仏
教
信
仰
の
必
然
性
と
し
て
人
間
観
を
捉
え
る
も
の
と
、
浄
土
仏
教
信
仰

の
信
仰
構
造
の
う
ち
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
る
人
間
と
い
う
意
味
で
一
応

の
分
類
は
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
信
仰
構
造
に
お
い
て
把
握
さ
れ
る
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人
間
観
の
研
究
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

　

石
井
教
道
氏
の
『
浄
土
の
教
義
と
其
教
団
』（
一
九
二
九
）
の
第
三
章

の
衆
生
論
中
第
一
節
「
浄
土
行
者
の
資
格
と
其
種
類
」
は
法
然
浄
土
教
の

教
学
体
系
に
お
け
る
機
根
論
、
す
な
わ
ち
人
間
観
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
教
学
的
な
も
の
で
あ
っ
て
人
間
観
研
究
と
は
い
さ

さ
か
異
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
が
、
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
伝
統
的
人

間
理
解
が
う
か
が
え
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
教
で
は
伝
統
的
に
全
て
の
生
物

に
仏
性
が
有
る
と
す
る
「
性
宗
」
と
、
五
性
の
差
別
を
認
め
仏
性
の
無
い

者
も
あ
る
と
す
る
「
相
宗
」
の
二
つ
の
立
場
が
あ
り
、
浄
土
宗
は
前
者
の

立
場
を
取
る
。
ま
た
、『
無
量
寿
経
』
第
十
八
願
に
は
「
唯
除
五
逆
誹
謗

正
法
」
と
あ
る
が
、
善
導
の
解
釈
に
よ
り
こ
れ
を
抑
止
門
と
摂
取
門
に

よ
っ
て
解
釈
す
る
た
め
、
浄
土
の
法
門
の
対
象
は
十
方
衆
生
で
あ
る
と
い

う
。
そ
し
て
、
浄
土
教
当
面
の
対
手
は
下
劣
の
凡
夫
で
あ
り
、
龍
樹
、
天

親
を
初
め
各
祖
の
一
貫
し
た
見
方
で
あ
っ
て
、「
何
の
教
え
か
ら
も
見
捨

て
ら
れ
た
も
の
が
、
悉
く
浄
土
の
法
門
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
特
色
を
有
す

る
」
と
述
べ
る
。

　

髙
橋
弘
次
氏
の
「
法
然
の
人
間
観　

―

特
に
「
瓦
礫
変
成
金
」
に
つ
い

て―

」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
通
巻
二
九
、
一
九
六
六
）
は
、『
選
択

集
』
第
三
章
私
釈
段
に
引
用
さ
れ
る
法
照
の
『
浄
土
五
会
法
事
讃
』
の
文

「
但
使
廻
心
多
念
仏
、
能
令
瓦
礫
変
成
金
」
へ
の
着
目
か
ら
、
法
然
の
人

間
存
在
の
把
握
に
以
下
の
三
つ
の
立
場
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。　

A　

本
質
的
立
場―

一
切
衆
生
皆
悉
有
仏
性

A’　

実
存
的
立
場―

仏
性
無
由
顕
現

B　

本
質
的
立
場
を
無
視
し
た
実
存
的
立
場―

能
令
瓦
礫
變
成
金

そ
し
て
、
A
、
A’
の
立
場
は
、
聖
道
、
浄
土
の
両
方
の
立
場
に
お
い
て
成

立
す
る
人
間
観
で
あ
り
、「
B
は
聖
道
門
に
見
出
し
得
な
い
人
間
観
で
あ

る
」
と
法
然
の
人
間
観
の
特
異
性
を
論
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
A
は
人
間
の

本
質
に
仏
性
を
認
め
、
ま
た
実
践
に
よ
っ
て
そ
れ
が
開
発
さ
れ
て
い
る
可

能
性
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
A
に
対
す
る
消
極
的
態
度
と
し
て
A’

と
B
の
立
場
が
定
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
立
場
の
違
い
を
、

「
A’
と
B
は
同
じ
実
存
的
立
場
に
立
ち
な
が
ら
も
、
A’
は
A
を
想
定
し
て

い
る
の
に
反
し
、
B
は
A
の
立
場
を
想
定
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
両
者
の

相
違
点
が
見
い
だ
さ
れ
る
」
の
で
あ
る
と
い
う
。
と
い
う
の
も
、
瓦
礫
と

金
は
質
と
し
て
全
く
異
な
る
も
の
で
、
断
絶
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
「
瓦
礫
」
の
表
現
に
見
ら
れ
る
法
然
浄
土
教
の
人
間
観
は
、
仏
教

一
般
の
有
仏
性
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
せ
ず
「
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
に
人

間
存
在
の
す
べ
て
を
託
す
と
い
う
他
動
的
な
信
仰
構
造
の
（
略
）
中
に

あ
っ
て
実
際
の
実
践
者
は
、
人
間
性
（
煩
悩
）
の
実
体
を
よ
り
鮮
や
か
に

自
覚
す
る
と
共
に
、
救
済
の
非
を
も
自
覚
す
る
」
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

な
信
仰
構
造
の
課
程
を
経
巡
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
覚
さ
れ
る
「
凡
夫
性
」
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の
独
自
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

清
水
澄
氏
の
「
法
然
上
人
の
人
間
観　

―

護
教
論
的
試
論―

」（『
浄
土

宗
開
宗
八
百
年
記
念　

法
然
上
人
研
究
』
所
収
、
一
九
七
五
）
は
、
法
然

在
世
の
時
代
的
状
況
へ
の
考
察
を
踏
ま
え
た
上
で
、
特
に
「
百
四
十
五
箇

条
問
答
」
に
着
目
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
、
混
乱
す
る
社
会
情
勢
に
お
い

て
な
お
そ
の
現
実
社
会
に
（「
呪
術
的
、
神
仏
混
淆
的
祭
祀
に
よ
っ
て
」）

解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
人
々
に
対
し
、
直
接
的
・
連
続
的
に
回
答
を
与
え

な
い
と
い
う
法
然
の
姿
勢
を
、
法
然
は
当
時
の
大
衆
に
「
念
仏
と
い
う
鋳

型
を
打
ち
込
ん
で
先
ず
新
し
い
存
在
を
作
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
と
考

察
し
、
そ
の
人
間
観
を
、「
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
、
上
人
に
よ
っ
て
顕

に
さ
れ
た
人
間
の
相
で
あ
る
」
と
し
、
こ
の
人
間
と
は
念
仏
者
と
い
う

「
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
摂
取
さ
れ
た
新
し
い
存
在
」
と
捉
え
る
。
た
だ
し

こ
れ
は
「
人
間
が
実
体
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
」
の
で
は
な
く
、

「
法
然
上
人
に
と
っ
て
人
間
は
単
に
念
仏
者
で
あ
る
こ
と
で
は
な
く
、
念

仏
者
に
な
る
こ
と
で
あ
る
と
云
え
る
」
と
い
う
。

　

法
然
の
浄
土
教
思
想
が
そ
の
人
間
観
を
基
盤
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い

う
予
見
を
抜
き
に
し
て
、
法
然
の
法
語
か
ら
人
間
観
を
考
察
し
た
も
の
で

あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
法
然
の
浄
土
教
信
仰
の

う
ち
に
語
ら
れ
る
人
間
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
よ
っ
て
そ
れ
は
、
分
析
的

で
静
的
な
も
の
と
し
て
は
捉
え
ら
れ
な
い
。

　

同
清
水
氏
の
「
法
然
上
人
と
マ
ル
チ
ン
・
ル
タ
ー　

―

人
間
観
に
つ
い

て―

」（『
浄
土
宗
開
創
期
の
研
究
』
所
収
、
一
九
七
〇
）
は
、
法
然
の
浄

土
教
信
仰
と
ル
タ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
比
較
を
通
し
て
、
そ
の
人
間

観
の
特
徴
に
つ
い
て
論
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ル
タ
ー
の

「
ロ
ー
マ
書
講
義
」
と
法
然
の
「
三
学
非
器
」
の
告
白
に
は
、
罪
の
自
覚

に
よ
り
救
い
を
求
め
る
と
い
う
点
で
対
応
関
係
が
見
ら
れ
る
が
、
ル
タ
ー

に
と
っ
て
信
仰
は
全
く
神
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
然
の
説
く
口
称

念
仏
は
、
名
号
の
功
徳
は
仏
に
由
来
す
る
も
の
の
、
そ
の
行
為
は
凡
夫
の

業
で
あ
る
。
つ
ま
り
前
者
は
人
間
と
神
が
絶
対
的
に
断
絶
す
る
も
の
で
、

後
者
は
人
間
と
仏
の
念
仏
に
よ
る
連
続
が
認
め
ら
れ
、
両
者
の
人
間
観
は

根
本
的
に
異
な
る
と
い
う
。

　

浄
土
教
と
キ
リ
ス
ト
教
は
、
慈
悲
と
恩
寵
な
い
し
は
愛
と
い
う
点
で
類

似
性
の
み
が
強
調
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
清
水
氏
の
こ
の
論
文
は
、
人
間

観
か
ら
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
両
者
の
決
定
的
違
い
に
論
究
す
る
も
の

で
あ
り
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

同
じ
く
清
水
氏
の
「
法
然
上
人
の
人
間
観　

―

歓
喜
踊
躍
の
心
を
め

ぐ
っ
て―

」（『
法
然
仏
教
の
研
究
』
所
収
、
一
九
七
五
）
は
、
鈴
木
大
拙

博
士
の
浄
土
教
の
祖
師
達
は
口
称
念
仏
の
心
理
的
効
果
・
心
理
態
を
無
視

し
て
い
る
と
い
う
指
摘
を
受
け
、
法
然
の
法
語
か
ら
口
称
念
仏
の
心
理
態

を
、
特
殊
な
恍
惚
で
は
な
い
平
常
の
三
心
具
足
に
よ
る
歓
喜
と
し
て
分
析
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す
る
。
そ
し
て
、
他
の
宗
教
体
験
の
歓
喜
と
し
て
W
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
著

書
（『
宗
教
経
験
の
諸
相
』）
に
見
ら
れ
る
回
心
（conversion

）
に
伴
う

歓
喜
、『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
お
よ
び
ア
ヴ
ィ
ラ
の
テ
レ
サ
に
見
ら
れ

る
神
秘
階
梯
に
お
け
る
歓
喜
、
菩
薩
の
階
位
に
お
け
る
十
地
の
初
地
の
歓

喜
と
い
う
三
例
を
比
較
の
対
象
と
し
て
、
三
心
具
足
の
歓
喜
が
そ
れ
ら
に

対
し
特
異
な
も
の
で
あ
る
と
論
じ
る
。
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
歓

喜
の
意
味
内
容
に
論
究
し
、「
未
来
に
お
け
る
救
い
の
確
か
さ
の
信
知
に

よ
っ
て
現
在
が
規
定
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
現

在
が
撥
無
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
寧
ろ
か
か
る
人
間
的
現
実
が
、
絶
対
的

威
力
の
下
で
最
後
の
時
に
到
ま
で
現
実
の
次
元
に
お
い
て
自
ら
を
深
め
て

い
く
」
と
い
う
点
か
ら
法
然
上
人
の
人
間
観
と
の
相
似
性
を
指
摘
す
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
心
理
態
を
有
す
る
法
然
の
人
間
観
を
、「
何
の
熱
狂

も
な
く
冷
静
に
醒
め
て
い
る
、
何
の
誇
張
も
な
く
謙
虚
で
、
何
の
濁
り
も

な
く
透
明
で
現
実
的
な
」
も
の
で
あ
る
と
結
論
す
る
。

　

こ
の
論
文
は
キ
リ
ス
ト
教
と
の
同
異
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
前
出
論

文
と
異
な
る
結
論
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
論
点
の
違
い
（
神
・
仏―

人
、
歓
喜
踊
躍
の
心
）
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
キ
リ
ス
ト
教
と

浄
土
仏
教
を
立
体
的
に
見
る
契
機
と
も
な
る
だ
ろ
う
。

　

服
部
正
穏
氏
の
著
、『
法
然
浄
土
教
思
想　

―

法
語
の
分
類
を
中
心
と

し
て―

』（
一
九
八
〇
）
の
第
三
章
は
、「
人
間
観
」
と
題
さ
れ
、
法
然
の

法
語
か
ら
人
間
観
に
関
わ
る
表
現
を
収
集
・
分
類
し
、
考
察
を
加
え
る
も

の
で
あ
る
。
服
部
氏
は
ま
ず
、
仏
教
の
人
間
観
が
「
自
力
聖
道
門
的
人
間

観
（
仏
性
を
顕
在
化
で
き
る
）」
と
「
他
力
浄
土
門
的
人
間
観
（
他
力
に

依
ら
ね
ば
悟
れ
な
い
）」
の
二
類
に
大
別
で
き
る
と
し
、「
後
者
は
前
者
を

前
提
と
し
、
さ
ら
に
自
己
省
察
を
深
め
た
結
果
生
じ
た
人
間
観
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
」
と
す
る
。
さ
ら
に
こ
の
他
力
浄
土
門
的
人
間
観
に
お
け
る

人
間
は
、「
自
力
聖
道
門
的
人
間
観
か
ら
は
排
除
さ
れ
、
人
格
を
失
っ
た

人
間
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
そ
の
枠
を
超
え
て
人
間
と
し
て
認
め
ら
れ
、
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
く
人
間
で
あ
」
り
、
そ
の
意
味
で
他
力
浄
土
門
的
人
間

観
は
自
力
聖
道
門
的
人
間
観
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
こ
の
他

力
浄
土
門
的
人
間
観
を
法
然
の
人
間
観
の
典
型
で
あ
る
と
概
括
す
る
。
こ

の
よ
う
に
法
然
の
人
間
観
を
押
さ
え
た
上
で
、
そ
の
特
徴
を
も
っ
と
も
よ

く
表
現
す
る
も
の
と
し
て
「
凡
夫
性
」
に
着
目
し
、
法
然
の
凡
夫
性
に
言

及
す
る
法
語
を
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
。

凡
夫
性

凡
夫
性
自
覚
の
過
程―

三
学
非
器

凡
夫
と
聖
者
（
凡
夫
は
聖
者
に
対
す
る
）

煩
悩
罪
悪
の
凡
夫　
　

罪
悪
生
死
の
凡
夫

煩
悩
具
足
の
凡
夫

煩
悩
罪
悪
の
凡
夫

常
没
流
転
の
凡
夫



法
然
仏
教
の
人
間
観
研
究
（
市
川
定
敬
）

二
〇
三

乱
想
妄
念
の
凡
夫

愚
痴
無
智
の
凡
夫

　

ま
た
、
凡
夫
性
の
自
覚
の
根
源
に
あ
る
も
の
と
し
て
の
仏
性
と
、
往
生

し
て
さ
と
り
を
得
る
と
い
う
こ
と
の
前
提
と
な
る
仏
性
は
認
め
ら
れ
る
点
、

そ
し
て
女
人
往
生
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
分
類
・
分
析
か
ら
服
部
氏
は
、
法
然
の
人
間
観
を
単
な

る
凡
夫
に
よ
る
世
俗
的
道
徳
的
反
省
で
は
な
く
「
よ
り
高
次
な
宗
教
的
省

察
」
に
よ
る
も
の
で
、「
そ
れ
は
実
存
的
人
間
観
」
で
あ
る
と
い
い
、
法

然
浄
土
教
は
「
宗
教
的
真
実
に
照
ら
さ
れ
た
現
実
の
人
間
に
上
人
は
凡
夫

性
を
発
見
し
た
」
論
じ
る
。

　

藤
本
淨
彦
氏
は
、
二
〇
〇
三
年
に
『
法
然
浄
土
教
の
宗
教
思
想
』
を
上

梓
し
て
い
る
が
、
こ
の
第
二
部
第
一
章
は
「
法
然
に
お
け
る
浄
土
教
的
存

在
論
の
形
成
」
と
題
さ
れ
、
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
人
間
存
在
お
よ
び
そ

れ
を
起
点
と
し
て
法
然
浄
土
教
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
注

目
す
べ
き
は
、
藤
本
氏
が
宗
教
の
現
代
的
問
題
を
人
間
存
在
の
問
題
と
定

め
法
然
浄
土
教
を
解
釈
す
る
点
で
あ
る
。
こ
の
存
在
論
と
い
う
問
題
意
識

か
ら
、
善
導
か
ら
法
然
へ
の
展
開
を
解
釈
し
、
指
方
立
相
、『
選
択
集
』

へ
と
考
察
を
広
げ
、
再
び
法
然
浄
土
教
の
人
間
存
在
に
つ
い
て
論
究
す
る
。

す
な
わ
ち
、「
法
然
浄
土
教
の
〝
凡
夫
〞
と
は
〝
今
、
此
処
に
〞
実
存
と

し
て
在
る
状
況
と
し
て
の
凡
夫
」（
三
学
非
器
）
で
あ
り
、「
三
学
非
器
で

あ
る
が
故
に
、
法
然
の
仏
道
は
「
有
縁
法
・
有
縁
行
」」
と
い
う
「
人
間

実
存
の
次
元
で
は
不
可
能
な
「
存
在
の
逆
説
」
で
あ
る
と
捉
え
る
。
そ
し

て
こ
の
よ
う
に
「「
存
在
す
る
こ
と
」
の
問
題
を
〝
有
縁
〞
と
か
〝
機

縁
〞
と
い
わ
れ
る
地
平
に
お
い
て
と
ら
え
直
す
と
こ
ろ
に
、
凡
夫
と
い
う

用
語
の
法
然
的
意
味
が
あ
り
、
今
日
的
課
題
へ
と
通
じ
る
」
と
い
い
、
ま

た
指
方
立
相
に
お
い
て
「
報
身
の
阿
弥
陀
仏
を
強
調
し
称
名
念
仏
の
実
践

を
「
た
だ
一
向
」
に
す
す
め
る
法
然
の
教
え
の
根
元
に
は
、
存
在
の
超
越

的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
か
ら
生
じ
る
有
相
性
と
呼
応
性
の
人
間
学
が
脈
打
っ
て

い
る
」
と
し
、「「
報
身
」
の
阿
弥
陀
仏
観
、「
彼
此
三
業
不
相
捨
離
」
の

呼
応
的
世
界
構
造
、「
五
番
相
対
」
の
行
的
着
想
、「
万
徳
所
帰
」
の
名
号

観
、「
平
等
往
生
」
の
本
願
観
、「
念
声
是
一
」
の
称
名
念
仏
理
解
」
は
、

こ
う
し
た
「
有
相
性
と
呼
応
性
」
を
含
む
「
存
在
の
問
い
」
か
ら
湧
出
す

る
と
も
の
で
あ
る
と
論
じ
る
。

　

藤
本
氏
同
著
の
「
宗
教
的
人
間
観
の
形
成
」（
第
四
部
第
一
章
第
三

節
）
は
、
法
然
と
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
宗
教
思
想
の
比
較
、
特
に
両
者
の

人
間
実
存
の
把
握
か
ら
そ
の
信
仰
構
造
（
我―

汝
）
を
分
析
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
個
別
的
な
宗
教
（
浄
土
教
と
キ
リ
ス
ト
教
）
の
根
底
に
あ
る

「
信
仰
に
基
づ
く
人
間
観
」
の
普
遍
性
へ
と
論
究
し
て
い
る
。
こ
の
論
文

で
は
、
善
導
の
『
観
経
疏
』
に
説
か
れ
、
選
択
集
に
引
用
さ
れ
る
三
心
に

お
け
る
二
種
深
心
が
着
目
さ
れ
、
こ
れ
が
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
「
質
の
弁
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証
法
」、
す
な
わ
ち
「
人
間
実
存
が
そ
の
可
能
性
を
欠
く
と
こ
ろ
に
ま
で

く
る
と
、
そ
れ
は
絶
望
の
状
態
に
あ
る
」
↓
「
人
間
が
も
は
や
救
い
の
可

能
性
を
発
見
し
え
な
い
場
合
に
の
み
、
信
じ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
う

る
」
↓
「
自
己
の
本
質
が
根
底
か
ら
揺
り
動
か
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
自
己

が
精
神
と
な
り
、
い
っ
さ
い
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
た
人
に
し
て

は
じ
め
て
、
神
と
の
関
係
に
入
っ
た
人
で
あ
る
と
言
え
る
」
と
い
う
展
開

的
構
造
と
対
応
す
る
、「
行
の
弁
証
法
」
で
あ
り
「
称
名
念
仏
を
通
し
て

無
限
に
循
環
し
て
生
成
す
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
」
と
論
じ
る
。
善
導
・

法
然
が
説
く
三
縁
中
の
親
縁
に
見
ら
れ
る
身
・
口
・
意
の
三
業
に
よ
る
阿

弥
陀
仏
へ
の
関
わ
り
と
い
う
在
り
方
に
つ
い
て
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の

〝
信
仰
の
定
義
〞、「
自
己
が
自
己
自
身
に
関
係
し
な
が
ら
自
己
自
身
で
あ

ろ
う
と
欲
す
る
と
き
に
、
自
己
は
こ
の
自
己
を
置
い
た
力
の
う
ち
に
、

は
っ
き
り
と
自
己
自
身
の
根
拠
を
見
出
す
」
と
い
う
の
に
対
し
、
法
然
の

称
名
念
仏
の
特
徴
と
し
て
、「
全
人
格
的
に
宗
教
的
人
間
観
の
形
成
に
密

着
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
考
察
を
通
し
て
藤
本
氏
が
主
張
す
る
、「
単
に
「
神
」
や

「
仏
」
の
概
念
を
固
着
的
に
扱
っ
て
差
異
を
模
索
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、

人
間
と
の
関
係
に
お
け
る
構
造
の
中
で
極
め
て
具
体
的
に
「
人
間
観
」
と

「
信
仰
構
造
」
の
問
題
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
重
要
」
で
あ
る
と
い
う

指
摘
は
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

③　

全
体
に
わ
た
る
も
の

　

こ
れ
ま
で
、
法
然
浄
土
教
思
想
の
基
礎
と
し
て
の
人
間
観
研
究
（
通
仏

教
的
背
景
か
ら
論
じ
る
も
の
・
思
想
史
的
立
場
あ
る
い
は
浄
土
教
理
史
か

ら
の
位
置
づ
け
・
実
存
的
人
間
観
）
と
、
法
然
浄
土
教
の
信
仰
の
直
中
に

お
け
る
人
間
観
を
論
ず
る
も
の
に
大
別
し
て
概
観
し
て
き
た
が
、
最
後
に
、

こ
れ
ら
の
分
類
に
明
ら
か
に
分
け
ら
れ
な
い
、
複
合
的
に
論
じ
る
も
の
と

し
て
、
大
北
裕
生
氏
の
論
文
を
見
て
お
き
た
い
。

　

大
北
裕
生
氏
の
「
法
然
上
人
の
人
間
観
」（『
人
文
学
論
集
』
第
五
号
、

一
九
七
一
）
は
ま
ず
、
法
然
以
前
の
日
本
仏
教
史
に
お
け
る
凡
夫
観
と
し

て
最
澄
・
源
信
・
永
観
を
挙
げ
な
が
ら
、
法
然
以
前
に
お
い
て
、
自
己
及

び
人
間
全
般
の
凡
夫
性
へ
の
自
覚
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
依
然
法
然
の
鋭

さ
に
は
達
し
て
い
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
法
然
遺
文
の
分
析
か
ら
、
そ

の
人
間
観
を
「
現
実
の
無
明
煩
悩
か
ら
一
歩
と
し
て
出
離
し
解
脱
し
得
ら

れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
自
覚
に
立
つ
」
と
し
て
、
こ
の
無
明
煩
悩
を

『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』『
大
乗
義
章
』『
大
乗
起
信
論
』
を
典
拠
に
、「
無
明

こ
そ
が
実
存
と
し
て
の
人
間
の
本
質
構
造
そ
の
も
の
」
で
あ
る
と
論
じ
る
。

こ
う
し
た
人
間
観
は
「
三
学
非
器
」
の
自
己
省
察
や
、「
十
悪
の
法
然
房
、

愚
痴
の
法
然
房
」
の
述
懐
か
ら
も
読
み
と
れ
る
と
い
い
、
ま
た
こ
の
人
間

の
根
元
へ
の
洞
察
は
、「
絶
対
者
で
あ
る
仏
の
前
に
立
っ
た
自
分
自
身
に

対
す
る
内
省
で
あ
り
、
仏
の
光
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
自
分
自
身
に
つ
い
て
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の
告
白
で
も
あ
る
」
と
論
じ
る
。
ま
た
こ
う
し
た
人
間
観
に
立
ち
な
が
ら
、

仏
性
の
問
題
に
つ
い
て
道
綽
・
善
導
の
記
述
を
引
き
、「
人
間
は
本
質
的

に
は
仏
性
を
有
す
る
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
主
体
的
な
実
践
の
場
に
あ
っ

て
は
、
自
己
の
力
に
よ
っ
て
そ
れ
を
開
顕
す
る
こ
と
の
不
可
能
な
る
こ
と

を
示
し
、
未
来
の
仏
性
を
肯
定
」、
つ
ま
り
往
生
浄
土
の
後
に
開
顕
さ
れ

る
仏
性
を
認
め
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
日
本
仏
教
史
に
お
け
る
法

然
の
凡
夫
観
の
位
置
づ
け
と
無
明
煩
悩
の
分
析
、
ま
た
こ
の
人
間
観
と
仏

性
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
上
で
、
法
然
の
人
間
観
を
「
法
然
に
お
い
て

人
間
と
は
何
か
と
い
う
問
題
は
、
単
な
る
論
理
や
観
念
の
問
題
で
は
な
く
、

自
己
自
身
の
生
を
賭
す
る
問
題
と
し
て
、
宗
教
的
実
践
の
只
中
に
あ
っ
て
、

そ
の
中
に
み
ら
れ
る
赤
裸
々
な
人
間
存
在
を
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
」
と
結
論
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
こ
れ
ま
で
の
法
然
の
人
間
観
研
究
に
つ
い
て
、
分
類
・
整
理
し

な
が
ら
見
て
き
た
。
見
て
き
た
と
お
り
、
法
然
の
人
間
観
研
究
は
、
通
仏

教
的
知
識
を
背
影
と
し
た
哲
学
的
世
界
観
か
ら
の
位
置
づ
け
や
煩
悩
の
分

析
を
行
な
い
そ
の
人
間
の
位
置
づ
け
を
行
う
も
の
、
思
想
史
的
立
場
か
ら

法
然
に
い
た
る
深
ま
り
や
先
鋭
化
を
論
じ
る
も
の
、
ま
た
研
究
者
が
主
体

的
に
人
間
を
考
察
し
、
法
然
の
人
間
観
と
突
き
合
わ
せ
て
論
じ
る
も
の
と

い
う
類
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
浄
土
教
信
仰
へ
至
る
前
提
と
し
て
の

人
間
観
を
論
じ
る
も
の
と
し
て
、
法
然
仏
教
の
教
学
基
盤
と
し
て
の
人
間

観
に
論
究
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
法
然
遺
文

を
基
礎
資
料
と
し
て
、
そ
の
教
義
教
学
の
う
ち
に
見
ら
れ
る
人
間
観
に
つ

い
て
論
じ
る
、
あ
る
い
は
教
義
の
実
践
そ
の
中
に
生
成
し
て
い
く
人
間
観

を
論
じ
る
も
の
が
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
浄
土
仏
教
信
仰
・
思
想
の
中
に
人

間
観
を
捉
え
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
今
述
べ
て
き

た
立
場
・
方
法
論
を
複
合
的
に
用
い
て
一
つ
の
論
と
す
る
も
の
も
見
ら
れ

た
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
の
相
違
点
を
抽
出
し
、
そ
の
問
題
点

を
議
論
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
課
題
の
端
緒
と
し
て
、
初
め
に
挙
げ
た
峰
島
氏
の
論
文
の
問
題
に

つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
問
題
点
の
第
一

は
、
善
導
・
法
然
の
浄
土
教
の
人
間
観
が
人
間
一
般
に
つ
い
て
考
え
る
も

の
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
反
論
と
し
て
は
、
奈
良

氏
が
歴
史
的
背
景
の
考
察
か
ら
、
法
然
の
人
間
観
は
時
代
的
苦
悩
を
背
景

と
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
結
城
氏
、
大
北
氏
が
浄
土

仏
教
の
人
間
観
か
ら
煩
悩
の
考
察
に
よ
り
、
人
間
存
在
が
構
造
と
し
て
無

明
を
本
質
と
す
る
と
い
う
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
坪
井
氏
は
聖
道

門
に
対
し
て
浄
土
門
の
人
間（
凡
夫
）観
は
主
体
的
で
あ
る（
一
九
五
三
）

と
す
る
が
、
し
か
し
仏
の
前
に
あ
っ
て
は
す
べ
て
の
人
間
は
悪
人
で
あ
る

と
い
う
見
方
も
提
示
し
て
い
る
（
一
九
六
八
）。
し
て
み
る
と
、
浄
土
教
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の
人
間
観
は
、
特
に
法
然
に
お
い
て
は
、
自
身
の
深
い
省
察
を
契
機
と
す

る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
人
間
一
般
の
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
要
素

が
あ
る
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
峰
島
氏
は
悪
人
正
機
の
問
題
と
し
て
、
こ
れ
が
普
通
日
常
で
言

う
と
こ
ろ
の
善
悪
で
は
な
い
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
賛
同
す
る
と
見
ら
れ

る
研
究
に
、
法
然
の
人
間
（
凡
夫
）
観
は
世
俗
的
道
徳
的
反
省
で
は
な
く
、

よ
り
高
次
な
宗
教
的
省
察
に
よ
る
も
の
と
す
る
服
部
氏
の
も
の
が
見
ら
れ

る
。
し
か
し
、
菊
藤
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
法
然
の
罪
意
識
は
仏
教
的
な

も
の
で
あ
っ
て
世
間
的
倫
理
的
立
場
で
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
宗
教
的

立
場
と
倫
理
的
立
場
の
重
層
性
を
指
摘
し
て
お
り
、
ま
た
、
西
川
氏
は
法

然
の
善
悪
は
世
間
の
道
徳
と
同
意
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
問
題

は
宗
教
倫
理
や
宗
教
言
語
の
議
論
に
も
及
ぶ
も
の
で
あ
り
、
更
な
る
研
究

が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
他
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
振
り
返
り
な
が
ら
考
察
す
べ
き
で
あ

り
な
が
ら
指
摘
し
え
な
か
っ
た
問
題
も
多
く
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
見
る
べ
き
で
あ
り
な
が
ら
取
り
こ
ぼ
し
て
い
る
研
究
も
少
な
く
は
な

い
だ
ろ
う
。
今
後
は
そ
う
い
っ
た
点
を
補
完
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い

き
た
い
。

（
い
ち
か
わ　

さ
だ
た
か　

嘱
託
研
究
員
）

二
〇
〇
九
年
十
一
月
二
十
五
日
受
理
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〈Summary〉

Retrospective Research on the Anthropology of

 Hōnen’s Pure Land Buddhism

ICHIKAWA Sadataka

　This research note collects and classifi es past studies on the anthropology of Hōnen’s Pure 

Land Buddhism. Although it is not possible to make clear partitions, the studies can be divided 

into the following categories;

　1. Anthropology as the base of Hōnen’s theology

　　a）Studies of general Buddhist knowledge

　　b）Studies of（Pure Land）Buddhist history

　　c）Studies of existential concern

　2. Religious anthropology within Pure Land faith / thought

　3. Synthetic study

　This note argues that there are several collisions, rather than consensus, on the subject, and 

indicates the necessity of further argument.

Key words: Honen’s Buddhism, Pure Land Buddhism, Anthropology, Sinner’s Salvation
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